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石井県知事に経済対策を要望する
石澤会長など商工３団体の会長

　
九
月
三
日
、
県
商
工
会
連
合
会
・
県
商
工
会
議
所
連
合
会
・
県
中
小
企

業
団
体
中
央
会
の
商
工
三
団
体
は
、
原
油
価
格
高
騰
や
原
材
料
価
格
上
昇

等
で
中
小
企
業
の
経
営
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
井

隆
一
県
知
事
へ
中
小
企
業
に
対
す
る
経
済
対
策
を
要
望
し
た
。

中
小
企
業
へ
の
資
金
供
給
の
円
滑
化

　
　
　
　
　
な
ど
経
済
対
策
を
要
望
！

　

石
澤
義
文
県
商
工
会
連
合
会
長

と
犬
島
伸
一
郎
県
商
工
会
議
所
連

合
会
長
、
黒
田
輝
夫
県
中
小
企
業

団
体
中
央
会
長
は
、
九
月
三
日
に

県
庁
を
訪
問
し
、
石
井
県
知
事
に

中
小
企
業
へ
の
資
金
供
給
の
円
滑

　

県
は
、
要
望
を
受
け
て
、
十
月

一
日
か
ら
次
の
中
小
企
業
金
融
対

策
を
実
施
す
る
。

１
．
緊
急
融
資
（
原
油
価
格

関
連
）
の
取
扱
期
間
の
延
長

及
び
限
度
額
の
拡
充

　

本
年
九
月
末
ま
で
と
し
て
い
た

緊
急
融
資
の
取
扱
期
間
を
来
年
三

月
ま
で
に
延
長
し
、
融
資
限
度
額

を
六
千
万
円
か
ら
八
千
万
円
に
増

額
す
る
。

２
．
設
備
投
資
促
進
資
金
の

融
資
利
率
の
引
下
げ

　

既
存
制
度
の「
設
備
投
資
促
進
資

金
」
の
融
資
利
率
を
年
二・一
〇
％

以
内
か
ら
年
一・九
〇
％
以
内
に
引

下
げ
、
設
備
投
資
を
誘
引
す
る
。

県
内
商
工
三
団
体

県
経
済
対
策
を
発
表

要
望
を
受
け
て
中
小
企
業

金
融
対
策
を
拡
充
！

化
な
ど
早
期
の

経
済
対
策
を
求

め
て
要
望
書
を

提
出
し
た
。

　

石
澤
会
長
ら

は
、
原
油
価
格

の
高
騰
、
原
材

料
価
格
の
上
昇

に
よ
り
、
中
小

企
業
の
経
営
は

厳
し
く
価
格
転

嫁
で
き
な
い
状

況
に
な
っ
て
お

り
、
金
融
機
関

の
貸
し
渋
り
が

出
て
い
る
等
と

実
態
を
報
告
し

た
。

商工
春
秋
▼
都
市
や
地
域

の
佇
ま
い
・
文

化
が
、
戦
争
や
体
制
で
一

変
す
る
の
は
怖
く
て
憂
慮
す
べ
き

こ
と
だ
が
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
、

建
造
物
な
ど
の
保
持
や
修
復
に
生

涯
従
事
す
る
手
仕
事
職
人
が
ち
ゃ

ん
と
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
人
た

ち
の
存
在
が
街
の
誇
り
に
な
っ
て

い
る
▼
セ
ン
テ
ン
ド
レ
（
ハ
ン
ガ

リ
ー
）
や
チ
エ
ス
キ
ー
ク
ル
ム
ロ

フ
（
チ
ェ
コ
）
の
町
は
当
然
な
が

ら
、
百
万
都
市
の
ブ
タ
ペ
ス
ト
や

プ
ラ
ハ
の
街
は
ま
た
、
古
都
の
輝

き
と
と
も
に
新
し
い
風
、
つ
ま
り

市
民
の
思
想
を
感
じ
さ
せ
る
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
イ
ー
（
世
界
遺
産
都

市
）
で
あ
っ
た
。
ほ
ど
よ
い
大
き

さ
の
も
の
を
コ
ツ
コ
ツ
と
育
む
市

民
の
営
み
が
あ
っ
て
、
石
の
文
化

を
愛
し
む
中
欧
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

が
伝
わ
っ
て
く
る
▼
街
は
ス
プ
ロ

ー
ル
し
な
い
こ
と
だ
。
通
り
が
ひ

と
つ
、
家
（
庭
）
ひ
と
つ
、
窓
辺

ひ
と
つ
が
光
り
続
け
る
な
ら
ば
、

も
は
や
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
イ
ー
で

あ
ろ
う
。
誰
も
が
、
ま
ち
づ
く
り

に
加
わ
る
こ
と
だ
。
そ
う
す
れ
ば

美
の
連
鎖
が
始
ま
っ
て
、
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
イ
ー
希
求
の
醍
醐
味
が

味
わ
え
る
に
違
い
な
い
。
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観
光
地
域
の
商
工
会
長
が
観
光
振
興
に
つ
い
て

自
民
党
県
議
と
意
見
交
換

　

懇
談
会
に
は 

自
民
党
県
議

五
名
と
観
光
地
域
の
商
工
会
長

十
一
名
が
出
席
し
、
懇
談
で
は

「
富
山
県
は
観
光
資
源
が
豊
富

で
あ
る
が
、
そ
の
分
、
拡
散
し

て
お
り
何
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ

　

観
光
地
域
の
商
工
会
長
が
観
光
問
題
で
自
由
民
主
党
の
県
議
会

議
員
と
懇
談
し
、
議
員
提
案
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
る
条
例
案
や

観
光
振
興
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

う
と
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な

い
。
的
を
絞
っ
て
重
点
的
な
観

光
宣
伝
活
動
が
必
要
で
は
な
い

か
。
隣
県
と
比
較
し
て
も
観
光

へ
の
取
り
組
み
姿
勢
は
極
め
て

弱
く
、
来
県
す
る
観
光
客
も
滞

自民党県議と観光振興について協議する
観光地域の商工会長

観
光
地
域
の
商
工
会
長
が
観
光
振
興
に
つ
い
て

自
民
党
県
議
と
意
見
交
換

観
光
地
域
の
商
工
会
長
が
観
光
振
興
に
つ
い
て

自
民
党
県
議
と
意
見
交
換

在
型
で
は
な
く
通

過
型
と
な
っ
て
い

る
」
と
い
っ
た
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　

も
っ
と
効
果
的

な
観
光
振
興
施
策

を
要
請
し
た
と
こ

ろ
、
議
員
提
案
に

よ
る
観
光
振
興
条

例
を
制
定
し
、
そ

こ
か
ら
戦
略
的
基

本
計
画
、
そ
し
て

施
策
を
策
定
し
て

い
く
方
向
で
進
め

た
い
と
し
た
。
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

金
融
実
態
調
査
結
果

原材料価格を含む仕入・調達価格の比較
（前年比較）

１年前と比較した採算状況

あ
り
、
四
割
の
企
業
が
価
格
に
転

嫁
で
き
ず
、
三
割
は
転
嫁
で
き
て

も「
一
～
二
〇
％
」と
わ
ず
か
な
結

果
と
な
っ
た
。

　

資
金
調
達
を
し
よ
う
と
し
て
も
、

昨
年
、
一
旦
は
減
少
し
た「
貸
し

渋
り
」が
増
加
し
て
お
り
、
内
容

と
し
て
は『
審
査
期
間
の
長
期
化
、

徴
求
資
料
の
増
加
』や『
保
証
協
会

の
付
保
、
担
保
・
保
証
人
の
徴
求

強
化
』と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理

由
は『
業
績
が
思
わ
し
く
な
い
』と

前
年
度
に
比
べ
二
倍
以
上
が
回
答

し
た
。

● 

主
な
調
査
概
要 

●

　

回
答
企
業
の
業
況
は
、
売
り
上

げ
の
伸
び
悩
み
と
、
採
算
性
の
低

下
傾
向
が
み
ら
れ
、
半
数
以
上
が

「
悪
化
し
た
」と
回
答
し
、
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

資
金
繰
り
も
、
今
年
十
～
十
二

月
予
測
と
し
て
、
約
半
数
が
苦
し

く
な
る
と
し
て
い
る
。
特
に
原
因

と
し
て「
経
費
の
増
大
」に
よ
り
、

収
益
性
が
悪
化
し「
売
上
予
定
利

益
未
達
」が
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
る
。

　

そ
し
て
、
経
費
増
大
の
原
因
と

し
て
は
、
原
材
料
価
格
の
上
昇
が

　

県
商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
二
十
年
度
の
中
小
企
業
金
融
実
態
調
査

を
行
っ
た
。
中
小
企
業
で
は
、
原
材
料
等
の
上
昇
が
原
因
で
収
益
・
採

算
状
況
が
悪
化
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
業
績
が
思
わ
し
く
な
い
と
結
論

づ
け
ら
れ
、
担
保
・
保
証
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
、
融
資
が
受

け
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
厳
し
い
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

原材料上昇による販売価格等への
転嫁状況

今年10 ～12月の資金繰り予測
　

調
査
は
七
月
一
日
時
点
で
実
施
し
、

商
工
会
地
区
の
中
小
企
業（
特
に
小
規

模
事
業
者
）の
う
ち
、
千
二
百
社
を
無

作
為
抽
出
し
、
九
百
八
十
四
社
よ
り

回
答
が
あ
っ
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
、
H
P(http://

w
w

w.shokoren-toyam
a.or.jp)

に
掲
載

0 20 40 60 80 100 %0 20 40 60 80 100 %
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こ
の
ほ
ど
水
橋
、
和
合
、
呉
羽

の
各
商
工
会
は
、
商
工
会
合
併
説

明
会
を
開
い
た
。
説
明
会
は
合
併

協
議
会
で
二
十
七
の
審
議
項
目
の

全
て
が
承
認
決
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
開
催
し
た
も
の
。

　

説
明
会
で
は
合
併
協
議
の
審
議

結
果
と
と
も
に
、
来
年
の
四
月
合

併
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
報
告
・
説
明
が
行
わ
れ
た
が
、

出
席
し
た
会
員
か
ら
は
新
商
工
会

へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

あ
っ
た
。

　

三
商
工
会
で
は
こ
の
後
、
合
併

契
約
調
印
式
を
行
い
、
合
併
の
た

め
の
臨
時
総
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。

富山市北部合併に向けた説明会を開催
（水橋商工会）

　

県
商
工
会
連
合
会
と
全
国

商
工
会
連
合
会
は
、
九
月
八

日
（
月
）
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
中
小
企

業
庁
が
推
進
し
て
い
る
「
地

域
資
源
∞
全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
支
援
事
業
の

一
環
と
し
て
、「
ニ
ッ
ポ
ン

い
い
も
の
再
発
見　

商
談
会

を
成
功
に
導
く
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
た
。

　

講
師
よ
り
、
売
れ
る
た
め

の
商
品
開
発
、
バ
イ
ヤ
ー
が

欲
し
が
る
新
商
品
、
売
れ
な

い
商
品
の
特
徴
等
に
つ
い
て

講
演
が
あ
っ
た
。

　

十
一
月
に
は
、
関
東
か
ら

ス
ー
パ
ー
等
の
バ
イ
ヤ
ー
が

来
県
し
、
商
談
会
を
開
催
す

る
予
定
。

　

県
商
工
会
連
合
会
と
商
工

会
は
、
地
域
の
優
れ
た
資
源

を
活
用
し
た
商
品
化
へ
の
、

取
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

10／16( 木 )・11／14( 金 )
知財等の発明相談会を開催
10／16( 木 )・11／14( 金 )

知財等の発明相談会を開催
10／16( 木 )・11／14( 金 )

知財等の発明相談会を開催
　県商工会連合会では、㈳発明協会の協力を得て、発明相
談会を開催しています。 10、11月は次の日程で開催します。
　■日時　10 月 16 日（木） ・11月 14 日（金）
　　　　　いずれも午後 1 時 30 分～ 4 時 30 分
　■会場　県商工会連合会 相談室
なお、相談には、予約が必要ですので、希望の方は県商工
会連合会広域指導課まで連絡下さい。☎ 076-441-2716

　中小企業庁の「地域資源∞全国展開プロジェクト」の支
援先に採択された井波商工会は、9 月 24 日に第 1 回の委
員会を開催した。
　南砺市や観光協会、彫刻組合、商工会等の関係者 13 名
が出席し、松田商工会長が委員長になり、提案された議案
が承認された。
　今後は、目的別に組織された小委員会で事業内容を構築
し、新商品等を試作し、井波彫刻の知名度の向上と地域の
振興を図っていく。

井波彫刻のリボーン化事業開始井波彫刻のリボーン化事業開始

　

中
田
、
戸
出
、
福
岡
町
商
工
会

は
、
九
月
二
十
九
日
（
月
）
第
五

回
合
併
協
議
会
を
開
催
し
た
。

　

協
議
会
で
は
定
款
及
び
運
営
規

約
の
基
本
と
な
る
事
項
、
部
会
・

委
員
会
活
動
、
経
営
支
援
体
制
、

収
支
予
算
、
受
託
事
業
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
て
の
協

議
項
目
を
承
認
・
決
定
し
た
。

　

協
議
項
目
が
結
審
し
た
こ
と
を

受
け
、
各
商
工
会
で
は
十
月
に
理

事
会
、
十
一
月
に
は
合
併
の
た
め

の
臨
時
総
会
を
開
く
。
な
お
、
合

併
契
約
締
結
式
は
十
月
中
に
開
催

さ
れ
る
。

高岡市中田支所で開かれた合併協議会
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中
小
企
業
者
と
農
林
漁
業
者
が
連
携
し
、
双
方
の
経
営
資
源
を
活
用
し

て
、
事
業
者
に
と
っ
て
新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。

連
携
す
る
双
方
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
取
組
み
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
経
営
の
向
上
・
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

利
用
者
募
集

利
用
者
募
集

農
商
工
等
連
携
支
援
事
業
費
補
助
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

(

財)

富
山
県
新
世
紀
産
業
機
構

で
は
、
中
小
企
業
者
と
農
林
漁
業
者

が
連
携
し
て
行
う
、新
商
品
、新
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
等
に
対
し
て
、
資
金
面

で
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

◆
対
象
者

①
創
業
を
行
う
者
又
は
経
営
の

　

革
新
を
行
う
中
小
企
業
者
と

　

農
林
漁
業
者
と
の
連
携
体

②
自
ら
事
業
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、　

　

商
工
会
等
の
中
小
企
業
者
以

　

外
の
者
と
農
林
漁
業
者
と
の

　

連
携
体

〈
補 

助 

率
〉 

二
分
の
一
以
内

〈
補
助
金
額
〉 

上
限 

六
百
万
円

〈
補
助
期
間
〉 

最
長　

三
年

〈
募
集
期
間
〉
十
月
六
日
～

　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
七
日

【
お
問
合
せ
先
】

　

財
団
法
人
富
山
県
新
世
紀
産
業

　
機
構　
企
画
管
理
課

℡
〇
七
六

｜

四
四
四

｜

五
六
〇
一

中小企業者農林漁業者

〈工夫例〉
休耕田を活用して
効率的にはとむぎ

を栽培

〈工夫例〉
はとむぎからの
エキス抽出を研究

〈新商品の例〉
ハトムギエキス入り健康飲料を開発

新商品の開発

市場への販売

経営の向上・改善

【農商工等連携イメージ図】
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事例に診る再チャレンジ

　

今
回
紹
介
す
る
経
営
革
新
計
画

認
定
事
例
は
、
自
社
の
経
営
環
境

を
と
り
わ
け
外
部
環
境
を
先
読
み
し
、

設
備
投
資
を
先
行
さ
せ
、
取
引
先

が
求
め
る
高
度
な
製
品
規
格
に
対

応
す
る
た
め
の
経
営
計
画
で
す
。

　

自
社
は
先
代
社
長
の
個
人
創
業

を
経
て
、
昭
和
四
十
四
年
資
本
金

五
百
万
円
で
、
㈲
堀
川
製
作
所
を

設
立
。
当
初
は
家
電
部
品
や
抵
抗

器
部
品
の
端
子
を
製
造
し
て
い
た
。

プ
レ
ス
機
械
の
導
入
と
共
に
、
順

送
金
型
の
加
工
技
術
を
徐
々
に
高

め
、
平
成
元
年
に
は
、
今
ま
で
に

培
っ
て
き
た
金
型
技
術
を
活
か
し
、

家
電
端
子
か
ら
自
動
車
部
品
の
プ

レ
ス
順
送
加
工
へ
と
生
産
体
制
を

シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

　

現
在
県
内
の
金
型
業
界
に
お
い

て
は
、
大
型
順
送
金
型
の
製
造
を

行
っ
て
い
る
企
業
は
少
な
く
、
多

工
程
プ
レ
ス
順
送
加
工
技
術
は
自

社
が
競
合
他
社
と
差
別
化
を
図
る

大
き
な
要
因
で
あ
る
。

【
県
内
の
認
定
事
例
】

〔
申
請
者
〕
㈱
堀
川
製
作
所

〔
テ
ー
マ
〕
大
型
材
料
に
対
応
す

る
為
の
新
生
産
ラ
イ
ン
を
敷
設
し
、

低
公
害
・
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
応
車

両
へ
高
精
度
の
制
御
部
品
を
提
供

創業ホット情報創業ホット情報創業ホット情報

【
経
営
環
境
の
変
化
】

　

自
社
の
取
引
先
に
お
い
て
環
境

対
応
車
へ
の
増
産
を
図
る
た
め
に
、

主
流
で
あ
る
プ
レ
ス
加
工
の
板
厚

は
〇
・
六
四
㎜
の
銅
板
で
あ
っ
た

が
二
㎜
～
三
㎜
に
な
る
な
ど
、
高

度
な
プ
レ
ス
加
工
技
術
を
求
め
て

き
た
。

　

板
厚
が
厚
く
な
る
こ
と
で
、
打

ち
抜
く
プ
レ
ス
技
術
は
高
度
と
な

り
、
プ
レ
ス
周
り
の
段
取
り
の
手

間
が
増
え
、
リ
ー
ド
タ
イ
ム
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
た
が
、
自
社
で
は
こ
の
受
注

機
会
を
逃
す
こ
と
な
く
、
大
型
プ

レ
ス
の
導
入
を
決
定
し
た
。

　

同
業
他
社
へ
の
先
行
優
位
性
を

確
立
す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
設

備
投
資
を
行
い
、
ま
た
、
高
度
な

加
工
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、

従
業
員
間
の
暗
黙
知
を
形
式
知
と

さ
せ
て
、
技
術
の
標
準
化
を
図
る

取
組
み
も
合
わ
せ
て
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
た
。

　

東
海
北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通

を
機
会
と
捉
え
、
取
引
先
が
求
め

る
高
度
な
技
術
に
対
し
て
、
自
社

が
保
有
す
る
多
工
程
プ
レ
ス
順
送

加
工
技
術
の
強
み
を
最
大
限
に
活

用
す
る
こ
と
で
、
経
営
革
新
計
画

の
認
定
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

□創業助成金について
　今回は創業助成金の中から「中小企業基盤人材確保助成金」
についてお知らせします。

　製造業の法人代表を務めていたが、受注の
８０％を依存していた主要取引先の倒産余波を受
け、受注額が大幅に減少し経営不振に陥って自己
破産した。
　法的整理が完了したことから、個人で同業種の
再創業を目指すことにした。以前取引のあった事
業先へ交渉した結果受注の目途がつき、中小企業
診断士によるビジネスプランの作成指導を受け、
機械類の購入資金に必要な設備資金の一部は制度
融資を利用して資金調達をした。

事 例
倒産企業の代表者が
　　　　  再創業にチャレンジ

　再チャレンジをお考えの方は、様々な取り組
みケースがありますので、事前に最寄りの商工
会又は県商工会連合会の窓口へお気軽にご相談
ください。

「対象者」
新分野進出等 ( 創業・異業種進出等 ) に伴い基盤人材を雇い
又これに伴う一般労働者を雇い入れる場合助成金が支給され
ます。
「基盤人材とは」
イ、次のいずれかに該当する人
　①事務的・技術的な業務の企画立案、指導を行うことがで
　　きる専門的な知識や技術を有する人
　②部下を指揮・監督する業務に従事する係長相当職以上の人
ロ、申請事業において、年収３５０万円以上の賃金で雇い入
　　れられる人
「助成額」
基盤人材　1 人あたり 140 万円 ( 上限 1 企業あたり５人 )
一般労働者　1 人あたり 30 万円 ( 上限 1 企業あたり基盤
　　　　　　 人材の雇い入れと同数まで )

【お問合わせ先】
独立行政法人雇用・能力開発機構富山センタ― とやま自遊館事務所
 富山市湊入船町９- １とやま自遊館２階  ☎０７６-４３３-２２１１
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井
波
商
工
会　
　
　
　
　
　
　

   

親
子
で
一
緒
に

　
　
　
　
「
も
の
づ
く
り
」
体
験 

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

N
E
W
S

商
工
会

商
工
会

　

井
波
商
工
会
は
、
将
来
の
「
も

の
づ
く
り
」
の
担
い
手
へ
の
関
心

の
喚
起
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
九

月
十
四
日
、
木
彫
り
の
里
「
創
遊

館
」
に
お
い
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
イ

ス
タ
ー
事
業
を
実
施
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
事
業

は
、
県
の
支
援
を
受
け
て
実
施
す

る
事
業
と
し
て
、
昨
年
の
庄
川
に

次
い
で
二
度
目
の
実
施
。
当
日
は

井
波
商
工
会
青
年
部
が
運
営
に
あ

た
っ
た
。

　

体
験
内
容
は
、
井
波
木
彫
刻
を

体
験
す
る
貯
金
箱
や
ペ
ン
立
て
の

組
み
立
て
、
旧
井
波
町
山
斐
地
区

の
手
打
ち
そ
ば
の
そ
ば
粉
を
練
っ

て
伸
ば
す
山
斐
そ
ば
打
ち
等
、
地

域
色
あ
ふ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
五
箇
山
民
謡
の
「
こ
き

り
こ
」
で
使
用
す
る
さ
さ
ら
組
み

立
て
や
、
陶
器
の
マ
グ
カ
ッ
プ
な

ど
に
絵
付
け
作
業
を
行
う
ポ
ー
セ

ラ
ー
ト
の
製
作
、
金
づ
ち
や
釘
を

使
っ
て
『
す
の
こ
』
を
組
み
立
て

る
メ
ニ
ュ
ー
が
提
供
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ニ
ュ
ー
は
事
前

富
山
県
中
小
企
業
大
学

「
商
店
街
次
世
代
キ
ー
マ
ン
育
成
コ
ー
ス
」

　

県
中
小
企
業
大
学
で
は
、
特
別

講
座
と
し
て
、
県
内
商
店
街
の
若

手
商
業
者
や
商
業
施
策
に
携
わ
る

県
内
自
治
体
職
員
を
対
象
に
「
商

店
街
次
世
代
キ
ー
マ
ン
育
成
コ
ー

ス
」
を
開
講
し
ま
す
。

　

十
月
二
十
一
日
か
ら
十
一
月

十
九
日
の
計
五
回
開
く
同
コ
ー
ス

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
商
店
街
運
営

に
必
要
な
知
識
と
心
構
え
を
習
得

し
、
先
進
地
視
察
等
を
通
じ
て
商

業
者
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受講者募集

［
研
修
テ
ー
マ
］

①
次
世
代
を
担
う
「
人
材
」
に

　

求
め
ら
れ
る
も
の

②
商
店
街
活
性
化
に
必
要
な

　

も
の

③
商
店
街
の
抱
え
る
課
題
を

　

解
決
す
る
に
は

④
先
進
地
視
察
（
視
察
先 

愛

　

知
県
瀬
戸
市
・
豊
川
市
）

⑤
商
店
街
活
性
化
特
別
講
演

【
お
申
込
み
、
お
問
合
せ
先
】

県
商
工
会
連
合
会
広
域
指
導
課

☎
〇
七
六

｜

四
四
一

｜

二
七
一
六

商
店
サ
ー
ビ
ス
強
化

　
　
　
　
　

運
動
始
ま
る

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
十

月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
第

五
十
三
回
商
店
サ
ー
ビ
ス
強
化
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
本
運
動
中
は
、

元
気
推
奨
優
良
店
事
業
を
中
心
に
、

接
客
・
包
装
技
術
等
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
習
会
の
開
催
な
ら
び
に
ポ

ス
タ
ー
、
ワ
ッ
ペ
ン
等
の
ツ
ー
ル

を
使
っ
た「
あ
り
が
と
う
運
動
」を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
件
に
関
す
る
こ
と
等
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
最
寄
り
の
商
工

会
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

申
込
の
段
階
で
予
定
の
定
員
に
達

す
る
ほ
ど
人
気
で
あ
り
、
当
日
参

加
の
児
童
、
父
兄
か
ら
は
、「
楽

し
く
も
の
づ
く
り
を
行
え
た
」「
も

の
づ
く
り
を
子
供
と
一
緒
に
行
う

よ
い
機
会
と
な
っ
た
」
と
い
っ
た

回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。

 　

創 業 塾 
受講者
募集

　県商工会連合会では、創業をお考え
の方や創業して間もない方を対象に、
事業を開始するための心構え、資金調
達やビジネスプラン作成など実際の創業に役立つ
講座「創業塾」を開催します。

日　時 10月25日～11月22日（全5日間、毎回土曜日）
各 9時 30分～ 16時 30分（1日 6時間）

「すのこ」を組み立てる
参加者

　

十
一
月
に
は
八
尾
町
に
お
い

て
、
同
事
業
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

ステップアップコース

会　場 富山県中小企業研修センター（富山市赤江町 1-7）
募集人員 ４０名（定員になり次第締め切ります）
受講料 ５,０００円（全 10講座）
申込締切日 10 月 17日（金）

【お申込み、お問合せ先】
　県商工会連合会広域指導課
　TEL 076―441―2716　 FAX 076―433―8031
　http://www.shokoren-toyama.or.jp
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